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４　デザイン研究科の概要

1）　特色
　デザイン研究科は、デザインの役割が拡張し、従来のように造形や視覚表現にととまらず、社会
や地域、産業等の複雑な問題をデザイン課題として受け止め、人間や環境に配慮したデザインを提
案し、その解決策を実現できる高度なデザイン能力を有する人材が必要となっている中で、よりよ
い地域社会の実現に貢献できる高度専門職業人及び研究者・教育者を育成するため、以下の能力を
修得することを特色とする。
①　デザインに関連する複合的かつ複雑な課題・問題を解決する「課題解決能力」の修得。
②　デザインを通じて新たな価値を生み出す「創造力」の修得。
③　 課題・問題の発見、分析から具体的事業化までを一貫したデザインプロセスとしてまとめる 
「企画調整能力」の修得。

④　 課題・問題をデザインの立場から調査、分析、判断、行動、評価、提案までを具体化する「実
践能力」の修得。

　また、平成17年9月中央教育審議会答申「新時代の大学院教育－国際的に魅力ある大学院教育の
構築に向けて－」の四つの「大学院に求められる人材養成機能」のうち「高度な専門的知識・能力
を持つ高度専門職業人の養成」及び「創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者等の養成」
に比重を置いて教育・研究に取り組む。

2）　教育目的
　デザイン研究科は、地域社会全体に内在する様々な課題に対してデザインによる解決策を教育･
研究することにより、高度で専門的なデザイン能力を持った職業人の育成を目指し、産業、芸術・
文化等の振興、地域再生・活性化などの貢献を果たすことを目的としている。

3）　育成する人材像
　デザイン研究科では、次のような人材の育成を目的とする。
①　 屋内外の様々な空間を対象とする空間デザイン分野において、人間の生活や自然環境に配慮し
つつ、建築デザインや環境デザインに関する高度なデザイン能力を有する人材。

②　 人間生活に欠かせない多様な製品並びにそれを支えるインタフェース（操作性）について、人
間中心の生活システムとしての製品やそのインタフェースをデザインできる高度なデザイン能
力を有する人材。

③　 人々の豊かなコミュニケーション活動を支えるコンテンツの制作と、多様なコンテンツのメ
ディア展開を企画・構築し、運営に至るプロセスをプロデュースできる高度なデザイン能力を
有する人材。


